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千歳高校国際教養科通信 第９号 令和 5 年１２月２２日(金) 

Hospitality ～おもてなし～ 

                    

 

＜済州国際青少年フォーラム＞ 10 月 31日(火)～11 月 4日（土）＠韓国 済州島 

１０月３１日から１１月４日、韓国の済州島で行われた「済州国際青少年フォーラム」に１年のヌリハミダ

さんが参加しました。このフォーラムは北海道からは４名の高校生が選考の末選出され、その中にヌリさんも

選ばれました。30 の異なる都市から約 150 名の参加者がおり、１６人ほどのグループで気候変動などの地

球規模の課題を英語でディスカッションし、発表するというハイレベルなプログラムでした。ヌリさんは、「こ

のフォーラムで自分の考えをシェアし、たくさんの人と出会い、たくさんの新しい文化を学べてとてもいい経

験になりました」と笑顔で報告してくれました。「今後もっと語学力を伸ばして、多くの国際交流に参加した

いと思います」とも語ってくれ、参加できて本当によかったと思っています。ヌリさんのみならず、千歳高校

の生徒にはこのような得難い経験をどんどんしてもらいたいと思っています。異質なものとの出会いは、自分

の視野を広げ、人間的にも成長する大きな経験となります。 

   

 

＜千歳市教育振興会英語部会＞ 11月 10 日（金）13:00～15:30 ＠千歳高校 

本校国際教養科の授業参観ならびに研究協議に、千歳市内の小中学校の先生方 14名が来校されました。本

校国際教養科の日常や３年間の教育活動、留学をはじめとした国際理解教育についての紹介がありました。

小・中学校を卒業し、本校国際教養科で学んでいる今の生徒の姿や活躍を見ていただく機会となり、これから

の小中高の英語教育における連携を深めることができました。 
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＜Global Relations Challenge 海外勤務日本人オンライン講演会③＞ 

１１月８日(水)５・６校時＠各教室 

 今年度３回目（最終回）は、米国公認会計士資格を取得後、2014年デロイトトーマツ ベンチャーサポー

トで当時最年少部長に就任し、現在、インドやシンガポールにて、日本とアジアをつなぐ活動に従事つつ、

2019 年より「Tech Japan」と「giv」を創業された西山直隆様から、｢『誰もが最高に輝ける社会をつく

る』ためにできること」ことについてのお話していただきました。 

 改めて「誰かのために今の自分ができること」について考える大切なきっかけとなりました。 

  

＜道教委主催 S-TEAM教育推進事業「社会との共創」推進プロジェクト グローバル型中間発表②＞ 

１１月２９日(水)放課後＠ＬＬ教室 

 １１月２９日（水）、１年３組の５名が、来年１月１０日（水）に開催される「社会との共創」推進プロジ

ェクト成果発表会に向けての２回目の中間発表会に参加しました。今回は、函館西高校、帯広柏葉高校、釧路

湖陵高校の生徒と、お互いの発表の進捗状況についての確認や議論、講師の大学の先生からの助言などを受け

ました。 

 千歳高校は「男女共同参画問題」について SDGs４番「質の高い教育」、５番「ジェンダーの平等」を踏

まえた探究活動における仮説・検証活動・仮説の立証・この活動の価値について発表しました。 

  

＜ちとせゼロカーボンプロジェクトチーム会議④＞ １１月２９日（水)＠千歳市水道局２階会議室 

 今年度４回目の会議では、「ちとせゼロカーボンプロジェクト」将来ビジョンロゴデザインに採用された本

校美術部１年生亀井さん、竹林さんからそれぞれ完成したデザインとその作成時の思いの発表、第１回目から

委員として参加している２年生西浦くんからはこれまでのプロジェクト委員としての思いを発表しました。 

  

次号（第１０号）はカナダ語学研修特集です！ 


